
杵築市

宇留嶋　絵理さん（33）
う    る   しま　　　 え　 り

杵築市

宇留嶋　絵理さん（33）
う    る   しま　　　 え　 り

豊後大野市三重町

宮崎　千明さん（21）
みや ざき　　　 ち　あき

　車
で
通
勤
を
し
て
い
る
と
「
ヒ
ヤ
リ
」
と

す
る
場
面
が
あ
る
。
最
近
で
は
携
帯
電
話
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
触
り
な
が
ら
運
転
し
、

事
故
に
至
る
ケ
ー
ス
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て

い
る
。
世
の
中
が
便
利
に
な
る
一
方
で
、
注

意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
増
え
る
よ

う
だ
。

　朝
、
大
分
市
の
竹
中
ト
ン
ネ
ル
の
前
を
通

る
と
、
竹
中
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
幟
を

持
っ
て
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
る
。
歩
道

に
並
ぶ
生
徒
た
ち
か
ら
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
！
」
と
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
聞
こ
え
て

く
る
。

　竹
中
中
学
校
の
教
頭
先
生
に
お
話
を
伺
う

と
、
竹
中
中
学
校
は
現
在
、
生
徒
数
19
人
。

生
徒
会
の
保
体
部
の
生
徒
が
平
日
火
曜
日
に

運
動
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　生
徒
ら
の
姿
に
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
る

の
と
同
時
に
、
改
め
て
安
全
運
転
に
心
が
け

よ
う
と
思
う
。

NOSAIおおいた広報紙
「きらり」第13号 平成28年11月発行

大分県農業共済組合
本所：〒870-0822
大分県大分市大道町３丁目１番１号
TEL.097-544-8110  FAX.097-544-8242

印刷：小野高速印刷株式会社
〒870-0913 大分市松原町2-1-6
TEL.097-558-3444
URL  http://www.ohp.co.jp/

URL  http://www.nosai-oita.jp/
E-mail  kirari@nosai-oita.jp

がんばる若者を応援します！ ①現在の仕事内容
②仕事で苦労したこと
③仕事で喜びを感じること

④自分のチャームポイント
⑤休日の過ごし方
⑥10年後の自分は？

①大分有機かぼす農園に勤め
ています。主にかぼすやとう
がらしの収穫をしています。

②蜘蛛が苦手で、収穫時期に
蜘蛛の巣が多くて慣れるま
でに苦労しました。

③仕事で上司から褒められると
嬉しいですね。

④「笑顔が良い」と言われます。
⑤家でのんびりしています。
⑥農業にはこれからも携わって

いきたいので、今の仕事を続
けていきたいです。

【作り方】
①かぼちゃは皮をむいて角切りにし軟らかく煮る。
②米粉にかぼちゃを加えよく練る。（水は使用せず）
③洗ったミニトマト1粒の２/３までを②でくるむ。
④沸騰したお湯の中に③を入れ、浮き上がったらザルにとる。
⑤最後は煮小豆、すり黒ゴマ、砂糖を火にかけトロリとさせた

餡を団子にかける。
　※餡はお好みで工夫してみてください。

ミニトマト団子　【材料】（１人前）
ミニトマト 適量
かぼちゃ 200 ～250g
米粉 100g

砂糖 少々
煮小豆 適量
すり黒ゴマ 適量

【作り方】
①かぼちゃは皮をむいて４～５cmに切り、ゆでる。
②ゆでたかぼちゃに砂糖、塩を加え小判型に形を作る
③aをまぜて②にまぶす。

かぼちゃおはぎ　【材料】（１人前）
かぼちゃ 80g
砂糖 15g
塩 0.8g

きな粉 20g
砂糖 15g
塩 0.5g

a

①家族経営で水稲約20ヘ
クタール栽培しています。

②元々水稲農家で育ったの
で手伝ったことはあります
が、夫や義父を手伝うとな
ると量も質も違い大変で
す。

③おいしいお米が食べられ
るとおもったら、やりがい
を感じます。

④真剣な顔でしょうか…。
⑤子供と遊んでいます。
⑥今までどおりの形で農業

をしながら、家族で助け
合っていけたらなと思いま
す。

①家族経営で水稲約20ヘ
クタール栽培しています。

②元々水稲農家で育ったの
で手伝ったことはあります
が、夫や義父を手伝うとな
ると量も質も違い大変で
す。

③おいしいお米が食べられ
るとおもったら、やりがい
を感じます。

④真剣な顔でしょうか…。
⑤子供と遊んでいます。
⑥今までどおりの形で農業

をしながら、家族で助け
合っていけたらなと思いま
す。
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の
ぼ
り

ミニトマト団子と
　　かぼちゃおはぎ

農 業 のかたわら、地
域活動栄養士として活
躍している。

さとう　ひろみレシピ提供
竹田市荻町 佐藤 弘美さん

施
設
園
芸
を
め
ぐ
る
情
勢

こ
こ
が
変
わ
っ
た
！
園
芸
施
設
共
済

特　集



施設園芸を
めぐる情勢

は
じ
め
に

　

野
菜
・
果
樹
・
花
き
と
い
っ
た
園
芸
作
物
は
、

日
本
の
農
業
産
出
額
の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
工
夫
次
第
で
高
付
加
価
値
化
を
し
や

す
い
た
め
、
新
規
就
農
者
の
多
く
が
中
心
作
物
と

し
て
選
択
す
る
魅
力
の
あ
る
分
野
で
す
。

　

大
分
県
に
お
い
て
も
、「
お
お
い
た
農
林
水
産

業
活
力
創
出
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、
園
芸
戦
略
品
目

を
定
め
、
産
地
の
拡
大
や
生
産
拡
大
に
努
め
る
と

し
、
平
成
27
年
度
の
新
規
就
農
者
２
１
９
人
の
う

ち
99
人
（
自
営
・
雇
用
含
む
）
が
施
設
園
芸
農
家

と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
日
本
の

　
　
施
設
園
芸
の
現
状

　
施
設
園
芸
は
小
さ
い
面
積
で
収
益
を
上
げ
る
こ

と
が
可
能
で
あ
り
、
多
様
な
品
目
で
施
設
栽
培
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ラ
ス
温
室
及
び
ハ
ウ
ス

は
、
約
４
６
，
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
図
１
）
設

置
さ
れ
て
お
り
、
近
年
微
減
傾
向
で
す
。
施
設

園
芸
農
家
数
は
、
高
齢
化
等
に
よ
り
減
少
傾
向

に
あ
り
、
野
菜
作
が
10
万
７
千
戸
、
花
き
作
が

２
万
５
千
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

2

0

10

20

30

40

50

60

H元 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 24

千ha 果樹
花き
野菜

53,516ha

46,449ha

（図１）ガラス温室及びハウスの設置実面積の推移

出典：農林水産省「園芸用施設及び農業用廃プラスチックに関する実態」

資料：農林水産省「農林業センサス」

（図２）施設園芸農家（販売農家）数の推移

0
S50 55 60 H２ ７ 12 17 22 27

50

100

150

200 野菜類
花き類
果樹類

千戸

園芸作物に対する期待は益々高まりをみせています。
一方で、社会情勢や自然災害等による影響は大きく、

様々な施策と新たな技術開発が行われています。
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２
．
園
芸
に
お
け
る
課
題

①
燃
油
価
格
高
騰

　
施
設
園
芸
の
経
営
費
は
、
水
稲
な
ど
の
土
地
利

用
型
作
物
と
比
べ
て
高
く
（
図
３
）、
ま
た
経
営

費
に
占
め
る
燃
料
費
の
割
合
は
、
漁
業
と
同
等
に

極
め
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）。

　

燃
料
価
格
は
、
地
政
学
上
の
リ
ス
ク
や
為
替
、

国
際
的
な
商
品
市
況
の
影
響
に
よ
り
、
高
騰
や
乱

高
下
を
繰
り
返
し
て
お
り
（
図
５
）、
今
後
の
価

格
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
困
難
な
生
産
資
材

と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
自
然
災
害

　
近
年
の
台
風
、
地
震
、
大
雪
、
豪
雨
な
ど
の
災

害
に
よ
り
、
施
設
園
芸
産
地
が
甚
大
な
被
害
を
う

け
、
生
産
者
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。
平
成

26
年
の
大
雪
で
は
園
芸
用
施
設
に
甚
大
な
被
害
が

生
じ
た
ほ
か
、
今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
も
懸
念
さ
れ
ま
す
（
図
６
）。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
施
設
園
芸
産
地
に
お
い
て

は
、
燃
油
価
格
の
高
騰
の
影
響
を
受
け
に
く
い
経

営
構
造
へ
の
転
換
を
進
め
る
た
め
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
に
取
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自

然
災
害
に
備
え
、
施
設
園
芸
の
強
度
を
向
上
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

３
．
施
設
園
芸
に
お
け
る

　
　
技
術
開
発
の
状
況

　
日
本
の
施
設
園
芸
は
、
園
芸
先
進
国
の
オ
ラ
ン

ダ
と
比
べ
て
、
夏
場
の
高
温
や
台
風
・
降
雪
へ
の

対
応
が
重
要
な
課
題
で
す
。
中
で
も
、
環
境
制
御

シ
ス
テ
ム
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
先
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
、
日
本
で
は
他
産
業
か
ら
の
参
入
も
活

発
に
な
り
、
高
度
な
技
術
を
生
か
し
た
製
品
開
発

で
機
能
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
台
風
や
大
雪

対
策
に
関
し
て
も
、
耐
候
性
が
あ
り
つ
つ
、
従
来

の
鉄
骨
ハ
ウ
ス
よ
り
も
低
コ
ス
ト
化
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。

①
夏
季
高
温
対
策

　
施
設
野
菜
の
生
産
で
は
、
施
設
を
周
年
で
利
用

す
る
要
望
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
射
量
が
強
く

高
温
多
湿
な
夏
場
の
環
境
制
御
が
可
能
な
資
材
が

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
細
霧
冷
房
】（
写
真
①
）

　
施
設
内
で
霧
状
の
水
を
ノ
ズ
ル
か
ら
噴
霧
す
る

こ
と
に
よ
り
、
水
の
気
化
熱
を
利
用
し
て
施
設
の

室
温
を
降
下
さ
せ
る
資
材
で
す
。
従
来
、
細
霧
冷

房
で
は
、
作
物
が
濡
れ
、
病
害
発
生
の
誘
因
に
な

（図３）施設園芸と水田作の農業経営費の比較（図４）農業経営費に占める燃料費の割合

資　料：‌�平成26年個別経営の営農類型別経営統計から燃料の割合を推計。
マンゴーについては聞き取り。

漁　業：平成25年漁業経営調査報告による。
他産業：‌�タクシー、トラックについては自動車運送事業経営指標による

資　料：‌�平成26年個別経営の営農類型別経営統計、
マンゴーについては聞き取り

（単位：千円/10アール）

農業経営費 粗収入 農業所得

ピーマン 2,869 4,490 1,621

ばら 2,848 3,307 459

マンゴー 3,428 8,839 5,411

水田作 89 101 12

農　業

ピーマン 29%

ばら 33%

マンゴー 44%

茶（加工） 27%

漁　業 いか釣（沿岸） 33%

他産業
タクシー 8%

トラック 5%

（図６）異常気象による被害の増加

平成25年度冬からの大雪被害額1,766億円
★記録的な気象観測結果数
　（気象庁HP「歴代全国ランキング」より）

年代 最高気温 最低気温
（高かった記録） 最深積雪 日降水量 最大風速

70～ 2 0 1 2 1

80～ 0 0 10 3 0

90～ 7 5 0 3 0

00～ 12 15 7 11 6

（図５）農業用Ａ重油価格の推移
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Ｈ
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９
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Ｈ
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月

５
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９
月
Ｈ
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月

５
月
９
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Ｈ
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月

５
月
９
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Ｈ
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月
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月
９
月
Ｈ
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月
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９
月
Ｈ
27・１
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９
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Ｈ
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月

資料：農業物価統計

（円/リットル）

63.7円/リットル
（H21.５月）

62.0円/リットル
（H28.４月）

126円/リットル
（H20.８月）
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る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
が
、
噴
霧
圧
を
改

良
す
る
こ
と
で
、
作
物
を
濡
ら
す
こ
と
な
く
低
コ

ス
ト
で
温
度
を
下
げ
る
事
が
可
能
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

【
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
】（
写
真
②
）

　

施
設
園
芸
に
導
入
が
進
ん
で
い
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
は
、
高
効
率
な
日
本
の
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
の
技
術

を
応
用
し
て
い
ま
す
。
冷
媒
の
流
れ
を
変
え
る
こ
と

に
よ
っ
て「
暖
房
」、「
冷
房
」、「
除
湿
」に
使
用
で
き
、

家
庭
用
エ
ア
コ
ン
と
同
じ
よ
う
な
機
能
を
持
ち
、
省

エ
ネ
効
果
に
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
風
・
大
雪
対
策

　

近
年
、
気
象
変
動
が
激
し
さ
を
増
し
、
簡
易
な

小
型
施
設
で
は
気
象
災
害
を
受
け
る
可
能
性
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
省
力
化
や
作
業
の
合
理
化
の
面

か
ら
も
大
型
施
設
は
有
利
で
す
が
、
耐
候
性
の
あ

る
高
機
能
な
大
型
温
室
は
設
置
コ
ス
ト
が
高
い
た

め
、
簡
単
に
は
導
入
し
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。

【
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
】（
写
真
③
）

　
基
礎
部
や
接
合
部
を
強
化
し
て
耐
候
性
を
確
保

し
つ
つ
、
比
較
的
簡
易
な
構
造
で
、
低
コ
ス
ト
で

施
工
可
能
な
ハ
ウ
ス
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

積
雪
の
な
い
地
域
で
は
耐
風
性
の
基
準
を

50
ｍ
／
秒
に
。
積
雪
地
域
で
は
耐
風
性
50
ｍ
／
秒

に
加
え
て
積
雪
加
重
50
㎏
／
平
方
ｍ
の
基
準
を
確

保
し
た
上
で
、
設
置
コ
ス
ト
が
同
規
模
・
同
強
度

の
鉄
骨
ハ
ウ
ス
の
７
割
以
下
の
価
格
で
設
置
で
き

る
ハ
ウ
ス
を
「
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
」
と
言

い
ま
す
。

③
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム

　
温
度
だ
け
で
な
く
、
湿
度
や
Ｃ
Ｏ
２
、
日
射
量

な
ど
の
複
数
の
環
境
要
因
を
組
み
合
わ
せ
て
制
御

す
る
シ
ス
テ
ム
（
図
７
）
が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。
環
境
デ
ー
タ
を
計
測
す
る
各
種
セ
ン
サ
ー
類

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
器
に
よ
っ
て
、
施
設
内
の
環

境
デ
ー
タ
を
見
え
る
化
す
る
こ
と
で
、
勘
と
経
験

の
み
に
頼
ら
な
い
、
理
論
的
な
栽
培
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

４
．
園
芸
に
お
け
る

　
　
大
分
県
の
取
組
み

　

大
分
県
の
平
成
26
年
の
野
菜
栽
培
面
積
は

５
，
８
７
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
前
年
比
99
・
５
％
）

外気象センサー
•風向風速センサー
•日射センサー
•雨センサー

ハウス設備
•天窓換気扇
•カーテン
•側窓
•循環扇

内気象センサー
•温度センサー
•湿度センサー
•CO２センサー

空調設備
•ヒートポンプ
•CO２ボンベ
•加湿器

制御装置

（図７）環境制御システムの相関図

細霧冷房装置（写真①）

大分県農林水産部園芸振興室より提供

ヒートポンプ（写真②）

大分県農林水産部園芸振興室より提供

低コスト耐候性ハウス（写真③）

大分県農林水産部園芸振興室より提供
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で
、
戦
略
品
目
（
白
ね
ぎ
、
い
ち
ご
、
こ
ね
ぎ
、

ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
に
ら
）
で
は
面
積
拡
大
が

進
ん
だ
こ
と
か
ら
産
出
額
は
３
６
５
億
円
（
前
年

比
１
０
１・７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。（
図
８
）

　

施
設
野
菜
で
は
、
い
ち
ご
26
億
円
、
ト
マ
ト

28
億
円
、こ
ね
ぎ
31
億
円
、お
お
ば
16
億
円
、ピ
ー

マ
ン
18
億
円
、
に
ら
13
億
円
で
、
露
地
野
菜
で
は

白
ね
ぎ
39
億
円
、
か
ん
し
ょ
は
16
億
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
生
産
振
興
に
あ
た
っ
て
は
、
戦
略
品
目
を
中
心

に
、
施
設
野
菜
で
は
栽
培
施
設
等
の
整
備
支
援
、

露
地
野
菜
は
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
た
め

の
機
械
等
の
導
入
支
援
を
行
い
、
産
地
規
模
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
大
規
模
な
企
業
的
経
営
体
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
栽
培
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
装
置
導
入
に
よ
る
収
量
向
上
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
商
品
づ
く
り
」
と
し
て
、

戦
略
品
目
の
大
量
供
給
に
向
け
て
、
広
域
集
荷
施

設
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
担
い
手
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー

マ
ン
な
ど
で
は
就
農
学
校
の
設
置
に
よ
る
新
規
就

農
者
の
確
保
が
進
ん
で
お
り
、
こ
ね
ぎ
、
い
ち
ご

な
ど
に
広
が
っ
て
い
ま
す
（
図
９
）。

※�

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
と
は
…
ニ
ー
ズ
を
優
先
し
、

顧
客
視
点
で
商
品
の
企
画
・
開
発
を
行
い
、
提

供
し
て
い
く
こ
と
。

○�

リ
ー
ス
団
地
の
整
備
に
よ
る
新
規
参
入
支
援
と

既
存
経
営
体
の
規
模
拡
大

　
大
分
県
農
業
農
村
振
興
公
社
が
事
業
主
体
と
な

り
ハ
ウ
ス
を
整
備
し
、
栽
培
者
に
貸
し
付
け
る

リ
ー
ス
事
業
を
活
用
し
た
団
地
化
が
「
こ
ね
ぎ
」

「
い
ち
ご
」「
ト
マ
ト
」
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
施
設
型
農
業
を
目
指
す
者
や
農
業
後
継

者
の
規
模
拡
大
を
容
易
に
す
る
た
め
、
栽
培
施
設
等

を
整
備
・
修
理
・
リ
ー
ス
す
る
こ
と
で
初
期
負
担
を

軽
減
し
、
経
営
感
覚
の
優
れ
た
企
業
的
経
営
規
模

を
有
す
る
農
業
者
を
確
保
し
、
産
地
規
模
の
拡
大

や
競
争
力
の
あ
る
産
地
づ
く
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○�

新
技
術
の
開
発
普
及
・
防
虫
ネ
ッ
ト
に
よ
る

ピ
ー
マ
ン
の
タ
バ
コ
ガ
防
除

　
県
内
の
夏
秋
ピ
ー
マ
ン
産
地
で
は
、
タ
バ
コ
ガ

類
幼
虫
に
よ
る
果
実
の
食
害
、
侵
入
に
よ
る
商
品

へ
の
混
入
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
タ
バ
コ
ガ
類
の
防
除
は
薬
剤
散
布

を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
確
実
な

防
除
方
法
と
し
て
「
防
虫
ネ
ッ
ト
（
網
目
６
㎜
）」

を
ハ
ウ
ス
に
被
覆
す
る
防
除
方
法
を
開
発
し
ま
し

た
。
防
除
効
果
も
高
く
、
今
後
は
さ
ら
に
県
内
で

の
普
及
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　
施
設
園
芸
で
は
、
変
化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応

す
る
た
め
様
々
な
施
策
に
取
組
む
と
同
時
に
、
多

様
化
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
経
営
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
た
力
強
い
担
い
手
の

確
保
・
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
中

産
間
地
域
に
お
け
る
付
加
価
値
の
あ
る
商
品
づ
く

り
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
更
な
る
改
革
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

大
分
県
農
林
水
産
部

園
芸
振
興
室　
監
修

	

・
農
林
水
産
省

		


「
施
設
園
芸
を
め
ぐ
る
情
勢

（
平
成
28
年
６
月
）」

	

・
大
分
県
農
林
水
産
部

		


「
大
分
県
の
農
林
水
産
業

（
平
成
28
年
８
月
）」

	

・
大
分
県
園
芸
活
性
化
協
議
会

		


「
お
お
い
た
の
園
芸（平

成
28
年
３
月
）」

よ
り
引
用

（図８）野菜生産の推移

8235 

7376 7115 

6296 
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7000
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Ｈ2 7 12 17 22 23 24 25 26

（億円）（ha）
作付面積
産出額

資　料：農林水産省「作付面積統計」「生産農業所得統計」
注）平成13年からの産出額には「もやし」も含む

（図９）平成27年度 自営就農者の戦略品目取り組み状況
品　目 人　数

25年度 26年度 27年度

戦
略
品
目

野
　
菜

ピーマン 20 21 25
いちご 10 5 9
トマト 7 8 14
白ねぎ 3 5 5
こねぎ 1 4 6
にら 2 3 1

高糖度かんしょ 2 1 0
果　樹 9 7 8

花き特用 3 3 0
畜　産 6 6 7

計 63 63 75
その他品目 58 52 65

合　計 121 115 140
合計のうち園芸品目 87 98 104
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大
雪
被
害 

支
払
共
済
金

約
２
，
０
０
０
万
円

　
平
成
26
年
２
月
の
記
録
的
な
大
雪
は
、
大
分
県

内
の
園
芸
施
設
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。
園
芸
施
設
共
済
加
入
者
の
被
害
棟
数
は
全
体

で
１
６
９
棟
と
な
り
、
特
に
中
西
部
、
南
部
支
所

管
内
で
の
被
害
は
大
き
く
、
半
数
以
上
が
全
壊
と

な
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
、
迅
速
な
共
済
金

支
払
い
を
目
指
し
、
３
月
中
に
全
て
の
農
家
へ
の

支
払
い
が
完
了
し
ま
し
た
。
支
払
共
済
金
は
約

２
，
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

園
芸
施
設
共
済
の補

償
拡
充
へ

　
平
成
26
年
２
月
の
大
雪
被
害
の
際
、
園
芸
施
設

共
済
の
補
償
額
（
経
年
減
価
を
加
味
し
た
時
価
評

価
）
で
は
、
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
施
設
の
補
償

水
準
が
低
く
な
る
た
め
、
再
建
の
た
め
の
補
償
と

し
て
は
不
十
分
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
国
は
自
然
災
害
等
に
よ

り
被
災
し
た
園
芸
施
設
を
再
建
し
、
速
や
か
に
農

業
経
営
の
継
続
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
平
成
27
年
2

月
よ
り
園
芸
施
設
共
済
の
補
償
を
拡
充
し
ま
し
た
。

　
重
大
な
気
象
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
園
芸
施
設

の
復
旧
等
を
支
援
す
る
被
災
農
業
者
向
け
の
「
経

営
体
育
成
支
援
事
業
」
の
実
施
は
、
過
去
に
例
の

な
い
よ
う
な
甚
大
な
気
象
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
限
ら
れ
ま
す
。
施
設
園
芸
農
業
者
の
皆
様
に

あ
っ
て
は
、
自
然
災
害
等
に
備
え
て
、
災
害
対
策

の
基
本
と
な
る
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

園
芸
施
設
共
済
を

お
さ
ら
い
し
よ
う
！

平
成
26
年
２
月
の
大
雪
被
害
を
き
っ
か
け
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は

園
芸
施
設
共
済
の
補
償
を
拡
充
し
ま
し
た
。
も
し
も
の
時
に
備
え
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
26
年
の                   

か
ら

こ
こ
が
変
わ
っ
た
！

園
芸
施
設
共
済

大
雪
被
害

〈平成 26年２月の雪害による支払共済金〉
支所名 市町村名 戸数 棟数 共済金（円）

東　部
国東市 1 1 75,433
杵築市 4 5 485,914
別府市 8 22 1,375,189

中西部

大分市 9 15 3,181,359
由布市 4 13 285,365
玖珠郡 17 30 2,983,976
日田市 16 22 1,586,204

南　部
臼杵市 11 16 3,206,342
豊後大野市 9 20 3,028,424
竹田市 8 12 2,213,321

北　部
宇佐市 7 11 1,534,645
中津市 2 2 40,665

合　計 96 169 19,996,837
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新
制
度
で
補
償
を
拡
充

園
芸
施
設
共
済

１
．
加
入
で
き
る
も
の

　
園
芸
施
設
共
済
で
は
、
施
設
本
体
と
被
覆
材
の

加
入
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
附
帯
施
設
、
施
設
内

農
作
物
、
復
旧
（
修
理
）
費
用
、
撤
去
費
用
は
選

択
加
入
と
な
り
ま
す
。

※
所
有
す
る
ハ
ウ
ス
施
設
は
全
て
加
入

２
．
補
償
す
る
期
間

　
共
済
掛
金
を
払
い
込
ん
だ
日
の
翌
日
か
ら
１
年

間
で
す
。
た
だ
し
、
被
覆
期
間
が
周
年
で
な
い
場

合
は
１
年
未
満
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
最
低
加
入
期
間
：
４
ヶ
月

３
．
時
価
ベ
ー
ス
の
補
償
の
拡
充

　
園
芸
施
設
本
体
は
建
設
後
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
劣
化
が
進
み
、
強
度
や
耐
久
性
が
低
下
し
て

価
値
が
下
が
っ
て
い
き
ま
す
（
経
年
減
価
）。
新
制

度
で
は
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
例
に
す
る
と
、
５
年
で

20
％
ま
で
下
落
し
て
い
た
評
価
額
（
以
下
「
補
償

価
額
」
と
呼
ぶ
）
は
、
10
年
で
50
％
ま
で
と
い
う

よ
う
に
、
経
年
減
価
が
緩
や
か
に
な
り
、
耐
用
年

数
経
過
後
の
補
償
価
額
も
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

４
．
農
家
選
択
に
よ
る
補
償
の
追
加

　

上
記
の
時
価
ベ
ー
ス
の
補
償
の
拡
充
に
加
え

て
、
農
家
選
択
に
よ
り
、
更
に
大
き
な
補
償
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

⑴ 

復
旧
費
用
の
新
設

　
施
設
の
復
旧
（
修
理
）
を
条
件
に
、
施
設
本
体

の
補
償
価
額
の
上
乗
せ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

① ‌�

耐
用
年
数
内
の
施
設
の
補
償
価
額
は
、
再
建

築
価
額
の
１
０
０
％
に

② ‌�

耐
用
年
数
経
過
後
の
施
設
の
補
償
価
額
は
、

再
建
築
価
額
の
75
％
に

耐用年数

⃝

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
……
…
…
10
年

⃝

鉄
骨
ハ
ウ
ス
……
…
…
…
14
年

⃝

附
帯
施
設
……
…
…
…
…
７
年

※ ‌�

た
だ
し
、
復
旧
費
用
の
掛
金
に
つ
い
て
は
、

国
庫
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
全
額
加
入

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

⑵ 

撤
去
費
用
の
対
象
の
拡
充

　
改
正
前
に
は
撤
去
費
用
の
対
象
に
な
っ
て
い
な

か
っ
た
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
も
補
償
対
象
に
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
撤
去
費
用
は
、
園
芸
施
設
本
体
が
半
壊
（
損
害

割
合
が
50
％
）
を
超
え
た
場
合
、
ま
た
は
撤
去
に

１
０
０
万
円
を
超
え
た
経
費
が
か
か
っ
た
場
合
に

限
り
、
共
済
金
の
支
払
対
象
に
な
り
ま
す
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の場合

の
ま
と
め

⑴ 

耐
用
年
数
の
見
直
し

　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
耐
用
年
数
が
５
年
か
ら
10
年

と
2
倍
に
な
り
ま
し
た
。

⑵ 

補
償
価
額
の
引
上
げ

　
施
設
本
体
と
附
帯
施
設
の
耐
用
年
数
経
過
後
の

補
償
価
額
を
再
建
築
価
額
の
20
％
か
ら
50
％
に
引

上
げ
る
こ
と
に
よ
り
補
償
金
額
が
増
加
し
ま
し
た
。

改正前の補償

時価ベースの補償の拡充（耐用年数の見直しと補償価額の引上げ）

〈パイプハウスの場合〉
注：共済金は補償価額の８割が上限

耐用年数後の補償価額は20％

％ 耐用年数５年
100

80

60

40

20

0

（
補
償
価
額
）

年0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
（経過年数）

％ 耐用年数10年間
100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

（
補
償
価
額
）

年0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
（経過年数）

時価ベースの補償の拡充部分

耐用年数後の
補償価額
50％

附帯施設
施設内農作物
復旧費用
撤去費用

選択加入

園芸施設
（本体＋被覆材）

標　準

加入の組み合わせ
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　近年、全国的に水害や竜巻などの自然災害が相次いで発生しています。平成26年２月の大雪の
ような災害が、またいつ起きるとも知れません。施設園芸において、簡単で安価な事前対策や
雪害にあった際の注意点について確認しましょう。

雪害に備えて 施設園芸の
雪害対策と注意点

積雪後の対応
　積雪後は、速やかに雪下ろしを行いましょう。
その際、天井部の片側だけを除雪すると、過重の
バランスが偏り、逆に倒壊の危険性が増してしま
います。両側を均等に除雪してください。

3 NOSAIからのお願い
　園芸施設共済加入者の皆さまは、損害が発生
したら、ただちに最寄りのNOSAIへご連絡
ください。

4

事前の対策
　降雪が予想されるとき、ハウス施設の屋根被覆
材の表面に、雪の滑落を妨げるような資材がない
かを確認し、除去しましょう。害虫対策用のネッ
トなどを被せたままにしておくと、ネットが雪の
滑り落ちを妨げてしまい、ハウスの倒壊につなが
る可能性があります。必ず外しておきましょう。

1

雪に対する補強を
　積雪時には天井の補強として、写真のように丸
太、竹、パイプなどで突っ張り（中柱）をするのが、
応急的な補強として有効です。その場合、柱が地
中に沈むのを防止するため、図のようにブロック
を敷きましょう。
※中柱は３～４ｍ間隔で取り付けましょう。
　中柱（突っ張り）による補強だけでは、天井
部の左右どちらかが重くなった場合にハウスが傾
き、横倒しになってしまいます。中柱による縦の
補強に加え、太い直管や丸太等で横梁を補強しま
しょう。ただし、横梁を補強する場合には、左右
をボルトで固定するようにしてください。
　その他、直管や筋交い直管を追加するなどして、
補強しましょう。

2

① ‌�ヘルメットをかぶり、滑りにくい靴を履き、転
倒に注意しましょう。

② ‌�積雪時に見回りをするときは、安全に注意し必
ず複数人で行いましょう。

③ ‌�積雪により倒壊する恐れのある施設には、決
して立ち入らないようにしましょう。

④ ‌�施設の雪降ろし等を行う際には複数人で作業を
行い、転落しないように注意しましょう。

注 意 事 項

① ‌�災害の種類・損害の発生月日
② ‌�損害を受けた施設の所在および棟番号
③ ‌�損害の状況

通 知 事 項

丸太 中柱

ブロック

横梁

中柱

通知が遅れた場合、共済金が支払われない場合
があります。また、災害時に緊急に修理する必要
がある場合には、被害を受けたパイプやビニール
などは捨てず現場に保存してください。

大分県地域農業振興課
http://www.pref.oita.jp/site/901/

大分県のホームページでは、「農林業における気象
災害対策」のマニュアル等を掲載していますので、
詳しくはそちらをご覧ください。
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安
心
の
農
業
経
営
に
向
け
て
、
９
割
補
償
で
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▪
共
済
掛
金
の
半
分
は
国
が
負
担
し
て
い
ま
す

　
共
済
掛
金
は
共
済
金
額
×
共
済
掛
金
率
（
個
人

ご
と
の
危
険
段
階
）
で
算
出
さ
れ
ま
す
。
共
済
掛

金
は
、
国
と
加
入
農
家
で
負
担
し
、
国
が
お
お
む

ね
５
割
を
負
担
し
て
い
ま
す
。

▪
共
済
金
は
出
荷
デ
ー
タ
で
算
定
し
ま
す

　

出
荷
デ
ー
タ
を
銘
柄
・
規
格
ご
と
に
調
査
し
、

生
産
金
額
が
基
準
生
産
金
額
の
９
割
（
９
割
補

償
の
場
合
）
に
達
し
な
い
と
き
に
お
支
払
い
し

ま
す
。

▪
共
済
金
の
算
定
方
法
の
見
直
し

　
27
年
産
か
ら
数
量
払
の
内
金
と
し
て
支
払
わ
れ

る
営
農
継
続
支
払
が
、
当
年
産
の
作
付
面
積
に
応

じ
て
交
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
営
農
継
続
支
払
額

（
２
万
円
／
10
ア
ー
ル
）
を
当
年
産
の
収
入
に
含

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
ご
加
入
の
条
件
な
ど
詳
細
は
最
寄
り
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
ま
た
は
出
張
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

麦
引
受
と

飼
料
用
米
引
受

麦
共
済
の
引
受
け
が
始
ま
り
ま
す
。

「
災
害
収
入
共
済
方
式
」
で
は

９
割
補
償
で
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
水
稲
の
収
穫
が
終
わ
り
、
麦
の
播
種
が
は
じ
ま

り
ま
す
。
麦
は
天
候
被
害
を
受
け
や
す
い
作
物
で

す
。
事
前
の
「
排
水
対
策
」
や
「
適
期
播
種
」「
雑

草
防
除
」「
麦
踏・土
入
れ
」「
施
肥
」「
病
害
防
除
」

に
つ
い
て
も
確
実
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

▪
災
害
収
入
共
済
方
式

　

麦
の
災
害
収
入
方
式
は
、
収
量
の
減
少
に
加

え
、
品
質
の
低
下
に
よ
る
生
産
金
額
の
減
少
も
共

済
金
支
払
い
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▪
９
割
補
償
で
経
営
を
サ
ポ
ー
ト

　
災
害
収
入
方
式
で
は
農
家
ご
と
に
過
去
の
出
荷

数
量
等
の
実
績
を
も
と
に
規
格
別
の
収
穫
量
を
算

出
し
、
規
格
ご
と
の
契
約
価
格
と
引
受
面
積
を
乗

じ
て
「
基
準
生
産
金
額
」
を
算
定
し
ま
す
。

　

共
済
金
額
（
最
高
補
償
額
）
は
基
準
生
産
金
額

に
対
す
る
、
農
家
の
選
択
し
た
補
償
割
合
（
９
割
～

６
割
）
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

ＮＯＳＡＩからのお知らせ

平成 29 年産から
　 飼料用米専

センヨウヒンシュ

用品種
の引受を開始します

飼
料
用
米
の
共
済
引
受

○
主
食
用
米
品
種
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
産
か

ら
引
受
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
適
正
な
基
準
収

穫
量
設
定
が
可
能
）

○
飼
料
用
米
専
用
品
種
（
ホ
シ
ア
オ
バ
、
夢
あ
お

ば
、
ク
サ
ホ
ナ
ミ
等
）
に
つ
い
て
は
、
栽
培

実
態
等
か
ら
適
正
な
基
準
収
穫
量
設
定
が
困

難
で
あ
っ
た
事
か
ら
、
過
去
５
ヵ
年
間
の
デ
ー

タ
を
蓄
積
す
る
等
の
準
備
を
行
っ
た
結
果
、

平
成
29
年
産
の
水
稲
共
済
か
ら
引
受
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

○
飼
料
用
米
（
主
食
用
米
品
種
、
飼
料
用
米
専
用

品
種
）
に
つ
い
て
も
、
主
食
用
米
と
同
様
に

当
然
加
入
と
な
り
ま
す
。

（
注
）
実
採
り
を
行
わ
ず
出
荷
す
る
「
Ｗ
Ｃ
Ｓ
」

　
　
の
作
付
け
は
、
引
受
の
対
象
外
で
す
。

飼料用米を作付けしている農家へ配布
しました「飼料用米に係る出荷量調査
の承諾書」を、組合へ提出されていな
い方は提出をお願いします。加入の基
礎データとするため必要となりますの
で、ご協力をお願いします。
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平
成
26
年
２
月
の
大
雪
に
よ
る
被
害
は
、

大
分
県
内
で
１
３
２
棟
。
支
払
共
済
金
は

約
２
，
８
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

被
害
の
内
容
と
し
て
は
、
大
き
な
も
の

で
テ
ラ
ス
の
全
壊
。
軽
微
な
も
の
で
は
瓦
、

　

秋
冬
は
空
気
の
乾
燥
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
暖
房
器
具
の
使
用
に
よ
り
、
住
宅
火
災

事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
も
し
も
の
備

え
に
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
火
災
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

火災共済 （加入限度額は1棟当たり6,000万円まで）

・盗難によるき損・汚損など

建物外部からの
物体の落下等
（自然災害は除く）

給排水設備の
事故による水漏れ
（蛇口の締忘れ、老朽化は除く）

火　災 破裂・爆発落　雷

総合共済 （加入限度額は1棟当たり2,000万円まで）

風水害・雪害 地震・津波・噴火

・地震等を除く自然災害
では、１万円または再
取得価額の５％以上
の損害から共済金支
払対象になります。

※普通物件：住宅・倉庫・公民館・アパートなど。
　その他建物の用途により共済掛金は異なります。
※一般造：主に木造建築物。
耐火構造の物件など、構造により共済掛金は異な
ります。

新価特約とは、建物や家具類を再建築・再取得するのに必要な額（新価額）を損
害の額と認定して共済金を支払う特約です。掛金は変わりません。
　　　　※建物によっては新価特約を附帯できない場合があります。

・建物は再取得価額の５％以
上の損害から、家具類は
70％以上の損害から共済
金支払対象になります。

・共済金額の30％が支払限
度となります。

火災共済で対象となる事故に加えて、下記の自然災害が対象となります。

　

台
風
・
豪
雨
な
ど
の
風
水
害
や
、
雪
害
・

地
震
等
に
よ
る
被
害
は
、
建
物
総
合
共
済
に

加
入
が
な
い
と
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

思
わ
ぬ
大
雪
で
建
物
が
被
害
を
受
け
る
前

に
、
備
え
を
万
全
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

建物共済の種類と対象となる主な事故

新価特約で安心！ ＮＯＳＡＩの建物共済

1 年間の共済掛金例
（加入額 1,000 万円の時）

区分 構造 火災共済 総合共済

普通物件 一般造 9,600 円 26,370 円

降雪による被害では、写真のように雨樋（あまどい）が
曲がる、破損するなどの被害が多くみられました。

雨
樋
、
天
井
等
の
破
損
の
被
害
が
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
。
雪
害
は
被
害
に
気
付
き
に

く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
加
入
者
の

皆
さ
ま
に
は
、
災
害
後
に
被
害
が
な
い
か

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
に
つ
い
て
詳

し
く
知
り
た
い
、
加
入
を
検
討
し
て
い
る
、

ま
た
は
既
に
加
入
し
て
い
る
が
補
償
内
容

を
見
直
し
た
い
場
合
に
は
、
最
寄
り
の
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
既
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
、

建
物
に
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
速
や
か

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《お問合せ先》
東 部支 所 	 TEL 0978-63-4466
中西部支所	 TEL 0973-72-3409
大分出張所	 TEL 097-576-7461
南 部 支 所 	 TEL 0974-22-3330
竹田出張所	 TEL 0974-63-2825
北 部 支 所 	 TEL 0978-32-1307

建
物
共
済

雪
害
は
総
合
共
済
で

平
成
26
年
２
月
の
大
雪
に
よ
る
支
払

共
済
金
は
約
２
，
８
５
０
万
円

組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い
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■
特
殊
詐
欺
の
被
害

　
平
成
28
年
８
月
末
ま
で
の
大
分
県
内
の
「
特

殊
詐
欺
」
被
害
金
額
は
約
１
億
８
，
９
０
０
万

円
（
被
害
届
の
な
い
も
の
も
含
む
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
被
害
者
を
年
齢
別
に
見
る
と
、

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
と
65
歳
未
満
の
割
合

が
ほ
ぼ
半
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

手
口
別
で
は
、
架
空
請
求
詐
欺
が
61
％
と

も
っ
と
も
多
く
、
還
付
金
等
詐
欺
が
19
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
被
害
防
止
機
器
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
「
特
殊
詐
欺
」
は
電
話
を
使
っ
て
被
害
者
を

だ
ま
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
犯
人
か
ら
電
話
が

か
か
ら
な
け
れ
ば
被
害
に
あ
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
、
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
防
犯
機

能
の
つ
い
た
電
話
通
信
機
器
が
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
機
器
に
は
電
話
機
タ
イ
プ
や
ア
ダ

プ
タ
ー
タ
イ
プ
が
あ
り
、
主
な
機
能
は
次
の

通
り
で
す
。

○‌�

警
察
や
自
治
体
か
ら
提
供
さ
れ
る
迷

惑
電
話
番
号
情
報
を
元
に
、
詐
欺
等

の
電
話
を
自
動
判
断
で
ブ
ロ
ッ
ク
し

ま
す
。

○‌�

か
け
て
き
た
相
手
に
通
話
を
録
音
す

る
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流
し
ま
す
。

　
「
特
殊
詐
欺
」
で
は
犯
人
と
話
を
し
な
い
こ

と
が
第
一
歩
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
高
価
な
機
器

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
年
配
の
ご
両
親
と

離
れ
て
暮
ら
す
方
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て

購
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

■
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

大
分
県
警
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
を
始
め

と
す
る
「
特
殊
詐
欺
」
の
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
、
皆
さ
ん
の
ご
自
宅
に
直
接
電
話
を
か
け
、

「
特
殊
詐
欺
」
の
手
口
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

■架空請求
■オレオレ
■その他

■還付金等
■融資保証

61%

7%

19%

5%

8%

安全安心
地域づくり 特殊詐欺の電話に注意を

防
犯
機
能
付
の
電
話
を
活
用
し
ま
し
ょ
う後

ご と う
藤武

たけひこ
彦 室長

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課

安全・安心まちづくり推進室

手口別割合（Ｈ28.8 末現在）

　

現
在
も
子
牛
の
市
場
価
格
は
高

騰
し
た
ま
ま
で
す
が
、
市
場
に
お
い

て
皮
膚
病
や
尿
石
病
な
ど
は
価
格

が
抑
え
ら
れ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

皮
膚
病
は
軽
視
さ
れ
や
す
い
傾

向
で
す
が
、 〝
痒
み
＂
な
ど
が
持
続

的
な
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
発
育
に
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
今
回
は
診
察

す
る
機
会
の
多
い
皮ひ

ふ
し
じ
ょ
う
き
ん
し
ょ
う

膚
糸
状
菌
症
、

疥か
い
せ
ん癬

、
シ
ラ
ミ
病
に
つ
い
て
簡
単
に

説
明
し
ま
す
。

■
皮ひ

ふ
し
じ
ょ
う
き
ん
し
ょ
う

膚
糸
状
菌
症

　

皮
膚
糸
状
菌
の
感
染
に
よ
り
起

こ
り
、
多
く
は
顔
面
や
首
に
現
れ
る

円
形
の
脱
毛
と
白
く
粉
が
ふ
い
た

様
な
病
変
が
特
徴
で
す
。
特
に
子

牛
で
は
集
団
飼
育
で
広
が
り
、
人

に
も
感
染
し
ま
す
。

■
疥か

い
せ
ん癬

　
ヒ
ゼ
ン
ダ
ニ
の
寄
生
に
よ
り
起
こ

り
、激
し
い
痒
み
が
特
徴
で
、発
疹
、

脱
毛
、
ひ
ど
く
な
れ
ば
患
部
に
炎

症
を
起
こ
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
シ
ラ
ミ
病

　
シ
ラ
ミ
の
寄
生
・
吸
血
に
よ
り
起

こ
り
、
患
部
の
毛
に
粉
の
よ
う
な
シ

ラ
ミ
が
確
認
で
き
ま
す
。

強
い
痒
み
に
よ
り
患
部

を
擦
り
つ
け
た
り
舐
め

た
り
す
る
為
、
脱
毛
が

進
み
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
皮
膚
病
は

薬
の
定
期
的
な
塗
布
が

予
防
・
治
療
の
基
本
と

な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
皮
膚
病
に

は
多
発
す
る
季
節
や
時
期
は
あ
り

ま
す
が
、
混
合
感
染
し
て
い
る
場
合

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
を
使

用
す
る
際
は
、
必
ず
獣
医
師
の
診

察
・
指
示
を
受
け
て
下
さ
い
。

　

皮
膚
病
も
他
の
感
染
症
と
同
様

に
人
や
牛
の
移
動
・
接
触
等
に
よ
り

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
皮
膚
病
の
牛

と
他
の
牛
と
の
接
触
を
可
能
な
限

り
避
け
、
ブ
ラ
シ
や
金
グ
シ
は
別
々

の
物
を
使
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
定

期
的
な
畜
舎
の
消
毒
、
そ
し
て
自

分
の
牛
舎
に
病
気
を
持
ち
込
ま
な

い
事
、
他
人
の
牛
舎
に
持
ち
込
ま
な

い
事
が
大
切
で
す
。
全
身
の
毛
が
抜

け
た
タ
ヌ
キ
な
ど
野
生
動
物
の
牛

舎
へ
の
出
入
り
も
皮
膚
病
の
感
染

を
拡
げ
る
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

牛
舎
と
牛
舎
周
辺
の
環
境
整
備
も

怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
の
皮
膚
病
も
治
療
ま
で

に
一
定
期
間
を
要
し
ま
す
。
日
頃

の
注
意
深
い
観
察
と
早
期
の
発
見
、

治
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

牛の皮膚病について

南部支所竹田家畜診療所

河
か わ の

野　剛
つよし

診療所だより
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人と人とのつながりを大切に

獣害に悩みながら

私
の
住
む
豊
後
大
野
市
朝
地
町
は
、

シ
イ
タ
ケ
や
豊
後
朝
地
牛
が
有
名

で
す
。
共
済
部
長
・
損
害
評
価
員
を
務
め

て
今
年
で
７
年
目
に
な
り
ま
す
。
自
身
で

は
水
稲
を
約
18
ア
ー
ル
と
ゴ
ー
ヤ
を
約

10
ア
ー
ル
、
野
菜
な
ど
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
私
の
担
当
す
る
舘た

ち
地
区
は
、
高
齢
化
や

過
疎
化
に
よ
る
空
き
家
が
多
く
、
地
区
の

最
年
少
が
50
代
と
、若
い
人
が
い
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で
の
共
済
部
長
と
い
う
仕
事
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
あ
り
、
地
区
を

担
っ
て
い
く
上
で
大
切
な
仕
事
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
多

い
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
評
価
員
と
し
て
適

切
な
評
価
を
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
部
長
の
仕
事
は
、時
期
に
よ
っ
て
水
稲・

建
物
な
ど
様
々
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
が
、

昨
今
、
台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
も

私
は
共
済
部
長
・
損
害
評
価
員
と
し

て
の
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
10

年
以
上
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
、
台
風
や

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た

際
は
、
適
正
な
評
価
に
努
め
る
こ
と
を
心

が
け
て
き
ま
し
た
。

　

私
の
地
区
で
は
、
２
０
１
０
年
か
ら　

２
０
１
１
年
に
か
け
て
、
獣
害
対
策
の
た

め
全
長
5.5
㎞
の
鉄
線
金
網
柵
を
設
置
し
ま

し
た
。
以
前
は
、
電
気
柵
を
設
置
す
る
こ

と
で
対
策
を
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
年
々

増
加
す
る
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
対
処
が
難
し

く
な
っ
た
た
め
で
す
。

　

地
元
で
獣
害
被
害
に
対
す
る
意
識
が

見
直
さ
れ
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
補
助
金
な
ど

を
活
用
し
、
鉄
線
柵
の
設
置
へ
と
至
り
ま

し
た
。

　
そ
れ
以
降
、
私
の
地
区
で
は
獣
害
に
よ

る
被
害
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
年
３
回
、
地

多
く
あ
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役
割
は
大
き

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
建
物
共
済
で
は
、
９
月
に
加
入
農
家
を

回
り
、推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

地
震
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
総
合
共
済

へ
の
加
入
も
含
め
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、
制
度
や
補
助
事
業

の
充
実
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
時
代
に

応
じ
た
制
度
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。　
　

　
米
価
低
迷
な
ど
で
、
農
業
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

地
区
の
た
め
に
続
け
ら
れ
る
限
り
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

区
全
体
で
草
刈
り
を
行
う
な
ど
徹
底
し
た

管
理
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
水
稲
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
・
Ｗ

Ｃ
Ｓ
1.8
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
付
し
て
い
ま
す

が
、
安
心
し
て
農
業
に
従
事
で
き
る
環
境

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
時
間
が
あ
る
と
き
に
、
近
所
の

人
た
ち
と
集
ま
り
、
農
業
に
つ
い
て
話
し

な
が
ら
飲
食
す
る
こ
と
が
楽
し
み
の
ひ
と

つ
で
す
。
こ
れ
か
ら
高
齢
化
が
進
み
、
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
益
々
厳
し
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

体
が
元
気
な
限
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

南部支所（豊後大野市朝地町〈舘地区〉）

矢
や の

野  源
げんぺい

平さん（65） 担当戸数 18 戸

北部支所（宇佐市安心院町）

加
か と う

藤  公
きみあき

昭さん（78） 担当戸数 21 戸

矢野さんのゴーヤ畑

稲の見回りをする加藤さん
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保
健
師
さ
ん
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
　

片
頭
痛
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
対
処
法

が
考
え
出
さ
れ
て
お
り
、症
状
が
軽
減
で
き
た

り
、痛
み
を
予
防
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
人
も

増
え
て
い
ま
す
。

〈
片
頭
痛
と
は
〉

　
女
性
に
多
く
見
ら
れ
、動
く
と
痛
み
が
悪
化
す

る
た
め
、片
頭
痛
が
始
ま
る
と
動
け
な
く
な
り
ま

す
。そ
の
た
め
、仕
事
や
家
事
、子
育
て
な
ど
の
日

常
生
活
に
支
障
が
出
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。上
手
な
対
処
の
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
ポ

イ
ン
ト
が
３
つ
あ
り
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
①

　
片
頭
痛
の
症
状
を
知
る

　

本
な
ど
を
見
た
と
き
、視
野
の
真
ん
中
あ
た

り
に
キ
ラ
キ
ラ
し
た
光
の
ギ
ザ
ギ
ザ
が
見
え
、

そ
れ
が
だ
ん
だ
ん
広
が
っ
て
い
き
、や
が
て
視

野
か
ら
消
え
ま
す
。そ
の
間
、５
～
20
分
程
度
で

す
。こ
れ
を
閃せ

ん
き輝
暗
点
と
い
い
ま
す
。そ
の
後
、

60
分
以
内
に
頭
痛
が
始
ま
り
ま
す
。こ
の
閃
輝

暗
点
が
現
れ
る
の
は
片
頭
痛
の
患
者
さ
ん
の

１
～
２
割
で
、大
多
数
は
片
頭
痛
特
有
の
前
触

れ
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
ほ
か
に
も
、

痛
み
が
片
側
に
起
こ
る
、ズ
キ
ン
ズ
キ
ン
と
拍

動
性
の
痛
み
が
あ
る
、痛
み
が
強
い
、動
く
と

痛
み
が
悪
化
す
る
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、吐
き
気
を
伴
う
こ
と
や
、音
や
光
に
敏

感
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
②

　
薬
を
服
用
す
る

　
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要

　
片
頭
痛
は
、理
由
は
不
明
で
す
が
、脳
の
中
に

あ
る
太
い
血
管
が
拡
張
し
す
ぎ
る
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
起
き
ま
す
。頭
痛
治
療
薬
ト
リ
プ
タ
ン
に

は
、こ
の
拡
張
し
た
血
管
を
元
の
状
態
に
戻
す
作

用
が
あ
り
ま
す
。ト
リ
プ
タ
ン
を
効
果
的
に
用
い

る
た
め
に
は
、使
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
要
に
な

り
ま
す
。頭
痛
が
起
き
る
前
に
飲
ん
で
も
、痛
み

が
本
格
化
し
た
あ
と
に
飲
ん
で
も
、あ
ま
り
効
果

は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。最
も
効
果
的
な
の
は
、ズ

キ
ン
ズ
キ
ン
と
痛
み
が
始
ま
っ
た
が
、ま
だ
吐
き

気
ま
で
は
起
き
て
い
な
い
、軽
度
の
段
階
で
服
用

す
る
こ
と
で
す
。前
兆
と
し
て
閃
輝
暗
点
が
あ
る

場
合
は
、閃
輝
暗
点
が
消
え
、頭
痛
が
始
ま
っ
た

ら
す
ぐ
に
薬
を
服
用
し
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
③

　
予
防
薬
を
積
極
的
に
使
い
、

　
痛
み
を
起
こ
さ
せ
な
い

　
ト
リ
プ
タ
ン
な
ど
を
、月
に
10
回
以
上
服
用
し

て
い
る
と
、薬
の
使
い
す
ぎ
に
よ
る
頭
痛
を
起
こ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。頻
繁
に
薬
を
使
用
し
な

い
と
症
状
が
抑
え
ら
れ
な
い
場
合
は
、予
防
薬
を

積
極
的
に
用
い
て
、頭
痛
の
回
数
や
程
度
を
減
ら

し
て
い
き
ま
す
。た
だ
し
、予
防
薬
を
飲
み
始
め

て
も
、す
ぐ
に
効
果
は
現
れ
ま
せ
ん
。少
な
く
と

も
２
ヶ
月
以
上
、使
用
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。効
果
が
現
れ
、頭
痛
が
少
な
く
な
っ

て
か
ら
も
、３
～
６
ヶ
月
ほ
ど
、服
用
を
続
け
ま

す
。頭
痛
が
月
に
１
～
２
回
に
減
っ
た
ら
、予
防

薬
を
少
し
ず
つ
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。

　

予
防
薬
の
対
象
に
な
る
の
は
、片
頭
痛
の
発

作
が
月
に
２
回
以
上
あ
る
人
で
、予
防
薬
を
使

い
す
ぎ
て
も
、別
の
頭
痛
が
起
こ
る
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

片
頭
痛
の
誘
因
は
、そ
の
人
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。ス
ト
レ
ス
や
、月
経
前
な
ど

ホ
ル
モ
ン
変
化
の
あ
っ
た
と
き
、気
温
な
ど
の
気

候
が
変
化
す
る
前
、人
混
み
や
騒
音
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
が
誘
因
に
な
り
ま
す
。人
に
よ
っ
て

は
、ワ
イ
ン
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
の
特
定
の
食

品
が
誘
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
自
分
の
誘
因
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、で
き
る

だ
け
そ
れ
を
避
け
て
、頭
痛
が
起
こ
る
の
を
予
防

し
ま
す
。ホ
ル
モ
ン
変
化
や
気
候
な
ど
、避
け
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、予
防
薬
や
頭
痛
治
療
薬

を
う
ま
く
用
い
て
、頭
痛
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
日
田
市
医
師
会
立
日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

保
健
師　
川
浪　
沙
織

片
頭
痛

～
治
療
と
予
防
～

片
頭
痛
を
引
き
起
こ
す
誘
因

○
ス
ト
レ
ス

○
人
混
み

○
月
経
に
よ
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
変
化

○
騒
音

○
気
温
・
気
圧
の
変
化

○
特
定
の
食
品　

な
ど
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14

湧
水
と
ジ
ビ
エ
・
地
元
産
野
菜
を
使
っ
た
料
理
が
自
慢

「
田
舎
食
堂
　
い
い
と
こ
焙ば

い

」

販
所
「
東
奥
山
七
福
堂
」
に
も
来
客
が
増
え

て
い
る
と
の
こ
と
。

こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
料
理
を

　

料
理
の
食
材
は
、
ほ
と
ん
ど
が
地
元
産
。

季
節
ご
と
に
メ
ニ
ュ
ー
の
変
わ
る
「
七
福
御

膳
」（
税
込
み
７
２
９
円
）は
、名
前
の「
七
福
」

に
ち
な
ん
だ
値
段
を
設
定
。
メ
イ
ン
に
は
自

慢
の
ジ
ビ
エ
料
理
が
並
び
、
主
婦
な
ら
で
は

の
工
夫
が
盛
り
込

ま
れ
た
料
理
と
な
っ

て
い
る
。
高
倉
さ
ん

は
「
湧
水
を
使
っ
た

コ
ー
ヒ
ー
（
税
込
み

３
８
０
円
）
も
自
慢

で
す
。
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
」
と
笑
顔
。

い
る
。
店
舗
で
は
観
光
案
内
も
行
っ
て
い
て
、

地
元
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
国
東
半

島
の
六
郷
満
山
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
え
る
。

霊
場
巡
り
に
必
要
な
ア
イ
テ
ム
も
取
り
揃
え

て
い
て
、
中
で
も
京
都
か
ら
取
り
寄
せ
て
い

る
「
京
念
珠
」
は
店
長
の
お
す
す
め
。
宇
佐

神
宮
・
六
郷
満
山
霊
場
め
ぐ
り
案
内
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
関
連
商
品
も
用
意
し
て
い
る
。

　

店
長
さ
ん
は
「
県
外
か
ら
も
多
く
の
お

客
様
に
来
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
に

は
六
郷
満
山
開
山

１
３
０
０
年
を
迎
え

ま
す
。
是
非
い
ら
し

て
下
さ
い
」と
話
す
。

※�

六
郷
満
山
と
は
国

東
半
島
一
帯
に

あ
る
寺
院
群
の
総

称
。

　

国
東
市
国
東
町
小
原
の
国
道
２
１
３
号

線
沿
い
に
あ
る
「asoca

阿あ

そ

か
輸
迦
」
は

今
年
の
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
。

「
阿
輸
迦
（
あ
そ
か
）」
と
は
仏
教
三
大
聖

樹
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
無
憂
樹
（
む
ゆ
う

じ
ゅ
）」
の
別
名
で
、
六
郷
満
山
文
化
を
持

つ
国
東
な
ら
で
は
の
お
店
だ
。

国
東
な
ら
で
は
の
お
店　

同
店
で
は
地

元
の
海
で
採
れ

た
ひ
じ
き
や
ワ

カ
メ
の
乾
物
な

ど
を
は
じ
め
、

大
分
県
内
各
地

の
お
土
産
も
多

く
取
り
揃
え
て

　

国
道
３
８
７
号
線
を
玖
珠
町
か
ら
宇
佐

市
方
面
に
進
む
と
現
れ
る
「
田
舎
食
堂　

い
い
と
こ
焙
」。
地
元
産
野
菜
と
猪
・
鹿
肉

を
使
用
し
た
ジ
ビ
エ
料
理
、
湧
水
を
使
用

し
た
コ
ー
ヒ
ー
が
楽
し
め
る
お
店
だ
。

　
今
年
の
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
お
店
は
、

代
表
の
髙た

か
く
ら倉

ひ
と
み
さ
ん
を
は
じ
め
、
４

人
の
主
婦
仲
間
で
営
む
。
地
域
の
憩
い
の

場
と
な
る
よ
う
な
店
を
目
指
し
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
以
降
は
、
隣
接
す
る
農
産
物
直

仏
の
里
く
に
さ
き 

な
ら
で
は
の
お
店

「
お
み
や
げ
処-asoca-

阿あ

そ

か
輸
迦
」

おみやげ処 -asoca- 阿
あ そ か

輸迦
℡ 0978-73-0127
国東市国東町小原 2721-2
営業時間／ 9：00 ～ 17：00
定 休 日／不定休

「是非お立ち寄りください」と高倉さん㊧と奥村さん㊨しし肉うどん（税込み 680 円）

七福御膳（税込み 729 円）

数珠の種類も豊富！

落ち着いた雰囲気の店内

店長さん㊧と従業員の方㊨

地元産の乾物が並ぶ

田舎食堂　いいとこ焙
ばい

℡ 0973-72-0205（代表：七福堂）
玖珠郡玖珠町大字森 4343-5
営業時間／営業 11：00 ～ 16：30
　　　　　食事 11：30 ～ 14：00
定 休 日／火曜日
※食事にプラス 100 円でコーヒー付にできます。

●ヴィラ・
　くにさき 黒津崎　　　

●夢味茶屋

●コスモス

●スーパー青木

あおぞら病院●

ホームセンター●

大分空港↓

おみやげ処
-asoca-阿輸迦

213

213

201

あ　そ　か

東奥山七福堂

●玖珠山荘
↓ 玖珠 I . C

●七福温泉
　宇戸の庄

招福の水●

宇佐市→

田舎食堂
いいとこ焙

ばい

387

602
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吉
良
さ
ん
一
家
は
竹
田
市
で
水
稲
を
２
４
１
ア
ー
ル
、
ハ
ウ
ス
18
ア
ー
ル

（
８
棟
）
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
智
也
さ
ん
は
以
前
、
大
分
市
内
で
会
社
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
が
、
４
年

前
に
地
元
竹
田
市
に
も
ど
り
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
を
始
め
た
。「
当
初
は
妻

に
は
反
対
さ
れ
ま
し
た
が
、
子
供
を
育
て
る
環
境
も
含
め
て
、
今
で
は
理
解
し

て
く
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
、「
初
め
て
な
こ
と
ば
か
り
で
大
変
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

経
験
が
す
ぐ
に
生
か
せ
る
仕
事
。
よ
く
で
き
た
時
は
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話

す
。
お
子
さ
ん
達
も
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
大
好
き
と
の
こ
と
。

　
将
来
的
に
は
法
人
化
を
目
指
し
て
い
る
智
也
さ
ん
。「
子
供
達
に
は
、
自
分

の
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。『
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
』
と
思
っ

て
く
れ
る
の
な
ら
、
嬉
し
い
こ
と
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

《竹田市　吉
き ら

良さんファミリー》
・父　吉　良　孝

たか
　則

のり
さん（71）

・母　　　　　美
み よ こ

代子さん（70）
・本人　　　　智

とも
　也

や
さん（38）

・妻　　　　　育
いく

　実
み

さん（36）

・長女　　　結
ゆう

　愛
あ

ちゃん	（5）
・長男　　　大

やま
　和

と
くん	 （3）

・次男　　　陽
はる

　翔
と

くん	 （7ヶ月）

今月号の表紙

ハガキまたは E メールに
下記の①～⑤を記入いた
だき、お申し込みくださ
い。当選者は発送をもっ
て発表にかえさせていた
だきます。
①クイズの答え
②�感想や 1 番よかった記

事、NOSAI へ の 質 問
や要望

③郵便番号、住所
④氏名、年齢
⑤電話番号
● ハガキのお送り先

〒 870-0822
大分県大分市大道町
3 丁目 1 番 1 号
大分県農業共済組合
広報係

● E メールのお送り先
kirari@nosai-oita.jp

Q. 問題
NOSAI おおいたの水稲共済では、平成 29 年産から新たな
水稲品種の引受けが始まります。その品種は飼料用米のどん
な品種でしょうか？（カタカナで記載して下さい）

【応募の締め切り】
2016年12月２日（金）　（消印有効）
【第12号（７・８月号）クイズの正解】　コメ・ムギ・ダイズ

「花と岬の贈り物・無添加オイル
で作った加工品３本セット」

飼
シリョウヨウマイ

料用米□□□□□□□□

「皆様のお手元に、『花の岬　香々地』の油が届きます様に」と
従業員の皆さん。

・菜の花油の焼肉のたれ（味噌）
・トマト梅ドレッシング
・豊後高田白ねぎパッチョ

正解者の中から
抽選で

5名様にお贈り
します。

ヒント：９ページの下段を見てね！

　応募総数 91通のうち、正解者は 90通でした。
抽選で 5 名の方に「かぼすコンフィチュール
（ジャム）2本セット」をお贈りしました。

長崎鼻 B・K ネット Shop「O
オ ー リ オ

LIO」（豊後高田市）
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杵築市

宇留嶋　絵理さん（33）
う    る   しま　　　 え　 り

杵築市

宇留嶋　絵理さん（33）
う    る   しま　　　 え　 り

豊後大野市三重町

宮崎　千明さん（21）
みや ざき　　　 ち　あき

　車
で
通
勤
を
し
て
い
る
と
「
ヒ
ヤ
リ
」
と

す
る
場
面
が
あ
る
。
最
近
で
は
携
帯
電
話
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
触
り
な
が
ら
運
転
し
、

事
故
に
至
る
ケ
ー
ス
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て

い
る
。
世
の
中
が
便
利
に
な
る
一
方
で
、
注

意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
増
え
る
よ

う
だ
。

　朝
、
大
分
市
の
竹
中
ト
ン
ネ
ル
の
前
を
通

る
と
、
竹
中
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
幟
を

持
っ
て
あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
る
。
歩
道

に
並
ぶ
生
徒
た
ち
か
ら
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
！
」
と
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
聞
こ
え
て

く
る
。

　竹
中
中
学
校
の
教
頭
先
生
に
お
話
を
伺
う

と
、
竹
中
中
学
校
は
現
在
、
生
徒
数
19
人
。

生
徒
会
の
保
体
部
の
生
徒
が
平
日
火
曜
日
に

運
動
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　生
徒
ら
の
姿
に
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
る

の
と
同
時
に
、
改
め
て
安
全
運
転
に
心
が
け

よ
う
と
思
う
。

NOSAIおおいた広報紙
「きらり」第13号 平成28年11月発行

大分県農業共済組合
本所：〒870-0822
大分県大分市大道町３丁目１番１号
TEL.097-544-8110  FAX.097-544-8242

印刷：小野高速印刷株式会社
〒870-0913 大分市松原町2-1-6
TEL.097-558-3444
URL  http://www.ohp.co.jp/

URL  http://www.nosai-oita.jp/
E-mail  kirari@nosai-oita.jp

がんばる若者を応援します！ ①現在の仕事内容
②仕事で苦労したこと
③仕事で喜びを感じること

④自分のチャームポイント
⑤休日の過ごし方
⑥10年後の自分は？

①大分有機かぼす農園に勤め
ています。主にかぼすやとう
がらしの収穫をしています。

②蜘蛛が苦手で、収穫時期に
蜘蛛の巣が多くて慣れるま
でに苦労しました。

③仕事で上司から褒められると
嬉しいですね。

④「笑顔が良い」と言われます。
⑤家でのんびりしています。
⑥農業にはこれからも携わって

いきたいので、今の仕事を続
けていきたいです。

【作り方】
①かぼちゃは皮をむいて角切りにし軟らかく煮る。
②米粉にかぼちゃを加えよく練る。（水は使用せず）
③洗ったミニトマト1粒の２/３までを②でくるむ。
④沸騰したお湯の中に③を入れ、浮き上がったらザルにとる。
⑤最後は煮小豆、すり黒ゴマ、砂糖を火にかけトロリとさせた

餡を団子にかける。
　※餡はお好みで工夫してみてください。

ミニトマト団子　【材料】（１人前）
ミニトマト 適量
かぼちゃ 200 ～250g
米粉 100g

砂糖 少々
煮小豆 適量
すり黒ゴマ 適量

【作り方】
①かぼちゃは皮をむいて４～５cmに切り、ゆでる。
②ゆでたかぼちゃに砂糖、塩を加え小判型に形を作る
③aをまぜて②にまぶす。

かぼちゃおはぎ　【材料】（１人前）
かぼちゃ 80g
砂糖 15g
塩 0.8g

きな粉 20g
砂糖 15g
塩 0.5g

a

①家族経営で水稲約20ヘ
クタール栽培しています。

②元々水稲農家で育ったの
で手伝ったことはあります
が、夫や義父を手伝うとな
ると量も質も違い大変で
す。

③おいしいお米が食べられ
るとおもったら、やりがい
を感じます。

④真剣な顔でしょうか…。
⑤子供と遊んでいます。
⑥今までどおりの形で農業

をしながら、家族で助け
合っていけたらなと思いま
す。

①家族経営で水稲約20ヘ
クタール栽培しています。

②元々水稲農家で育ったの
で手伝ったことはあります
が、夫や義父を手伝うとな
ると量も質も違い大変で
す。

③おいしいお米が食べられ
るとおもったら、やりがい
を感じます。

④真剣な顔でしょうか…。
⑤子供と遊んでいます。
⑥今までどおりの形で農業

をしながら、家族で助け
合っていけたらなと思いま
す。

「NOSAIおおいた」は、大分県農業を支える農業共済組合です「NOSAIおおいた」は、大分県農業を支える農業共済組合です

2016年2016年
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の
ぼ
り

ミニトマト団子と
　　かぼちゃおはぎ

農 業 のかたわら、地
域活動栄養士として活
躍している。

さとう　ひろみレシピ提供
竹田市荻町 佐藤 弘美さん

施
設
園
芸
を
め
ぐ
る
情
勢

こ
こ
が
変
わ
っ
た
！
園
芸
施
設
共
済

特　集


